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Abstract

Fourty one bottom sediment samples for mechanical and faunal analyses

were collected from the western part of the Chijiwa Bay which covers an

about 60 sq. km area off Mogi, Nagasaki City. The bottom sediments were

divided into four sediment types and their areal distributions are shown in

figure 5. A narrow belt of sandy silt classed as Type III is found in the

western half of the shllow submarine valley and separates the near- and off-

shore sandy sediments classed as Type II or IIIa.

Fourty two pelecypod molluscan species which are listed in Table 2 were

discriminated from the unit sediment samples (200cc wet volume sediment)

and eight predominant species were selected as shown in Table 3. The dominant

molluscan remains were found in the silty sand of Type IIIa which represents

a transition between muddy and sandy sediments.

緒言

千々石湾は,長崎県南部の島原半島と野母半島にかこまれた,隣接する有明海や大村湾と共

に,西九州の代表的な湾である。南に大きく開いて天草灘に通じて,外洋水の流入が比較的容

易であり,しかも湾内に流れこむ大きな河川が少いため,外洋と内湾の中間的な沿岸域の浅海

堆積物の研究には適しているといえよう。

千々石湾の底質調査は,地学教室の海洋地質学実習の一環として,昭和31年以来毎夏行われ

*日本地質学会西日本支部第35回例会(1961年9月24日〕および日本古生物学会第81回例会(1962年6月2日)

にて講演。
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ており，その成果の一部として，湾の北西部の肢湾である網場湾の底質についてはすでに報告

されている（鎌田泰彦，1959）。昭和36年7月17，29日には，長崎市茂木町沿岸域において，

底質調査と共に貝類遣骸の定量的な調査をも行った。調査海域はきわめてせまいが，堆積物の

組成と貝類遺骸群集の特徴とにいくらかの新知見をえたので，千々石湾全域の底質を論ずるに

先立って，中問報告として述べてみたいと思う。

1．調　査方法

　昭和36年7月に行った調査は，千々石湾北西部の長崎市茂木町沿岸域で実施した。2km間

隔の観測線を，海岸線にほぼ直交して6本とり，北より1～VI測線とした。各測線上には1km

おきに6～8の測点をとり，およそ6×10km2の海域内の41点において，海洋観測（水深，

水温，透明度，水色，海水比重など）とともに，底質試料を採取した。（第1図）採泥は本調
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第1図　　千々石湾茂木海域調査測点位置図

査のために新たに設計したドレッジ型採泥器（容量約81）を用い，常に5～61の試料をと

ることができた。この中から200ccの試料を現地で定量し，貝類遺骸の研究に用いた。調査中

の測深は・一プにより行ったが，潮汐の補正を行っていないので，海図より求めた深度とは必

ずしも一致していない。

　底質試料の粒度分析は7粒径駈6mm以上の砂質部は節分法で，それ以下の泥質部はピペッ



千々石湾茂木沖の堆積物と貝類遺骸群集 55

ト法によった。堆積物の粒径は，Wentworth’s　scaleに従い，％φmm（φ＝0・1・2…n）

すなわち1，％，％…％πmmをもって区分し，各粒度の重量パーセγトを算出した・また別

に200cc定量した試料は，1mm（16mesh）の舗で水洗し，節の上に残った粗粒部から貝殼

をすべてひろい出し，種類別に個体数を数えた。

2．調査海域の概要

　海図（No．203）によれば，千々石湾は天草灘に接する湾口部で水深70～80mを有し，内側

に次第に浅くなるが，野母半島中央部の為石附近より島原半島南端の早崎瀬戸を結ぶ線上にあ

る60m等深線が，かなり直線的であるのは顕著である。湾内沿岸部の大部分では，深さ30～

35mまでは比較的勾配が強く，その沖合では35～40mの広大な平坦面が認められる。本調査

海域の茂木海岸の沖合約2kmには，野母半島の中軸に平行した水深40～50mの浅い海底谷が

あり，南西にのびて為石沖の水深60m附近で消えている。またこの海底谷の谷頭は，湾の北

西隅に位置する牧島南岸沖で分枝し，その一つは網場湾中の海底谷（鎌田泰彦，1959）に連続

する。各測点の水深の実測値は11mから58mの範囲にあり，最深部はこの海底谷中にある。

　海岸線は茂木港と，その北方の飯香浦や太田尾にわずかな湾入を見るのみで，大部分は単調

な岩石海岸である。北端は大きく入りこみ，牧島との間に幅1．2kmの網場湾となる。
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第2図　海底堆積物の温度
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　陸上の地質は，茂木港以南には野母半島を構成する黒色片岩，緑色片岩・蛇紋岩などが分布

し，以北は火山砕屑岩や安山岩熔岩よりなる火山岩類で占められる。

　海水の表層温度は，7月17日に測定した南半部（測線IV，V，VI）で26．1～28。40C（平均

27．2。C）であり，7月29目の北半部（測線1，II，III）の測定では25．7～26．60C（平均26・1

QC）であった。また採泥器を引上げると直ちに採泥器中で底質試料の温度を測定したが，最高

24．8QCから最低19．40Cの巾をもつ。この底質温度は水深ときわめて関係が深い。（第2図）

3．海底堆積物の粒度組成

各測点の底質試料の粒度分析により明らかにされた粒度毎の重量％により，Traskの方式に

　　　　　　　　　　第1表　　千々石湾茂木沖海底堆積物の粒度組成

測線
Line

1

豆

皿

w

v

㌣1

測点
St．No．

11
工2

15
14
15
16
17

21
22
25
24
25
26
27

51
52
55
54
55
56
57

41

42
45
44
45
46

51

52
55
54
55
56

61
62
65
64
65
66
67
68

水　深
Depth
（m）

25．0
56．0
42．0
42．0
42．0
41。0
40．0

27．0
59．0
42．0
42．0
41．0
41．0
40．0

29．0
55．0
55．0
42．0
40．0
57．0
56．0

24．5
40．0
47．0
45．0
45．0
56。0

15．G
51．0
55．0
50．0
46．0
40．5

11．0
45．0
58．0
55．0
50．0
47．0
41．0
46．0

中央粒径値

Md（mm）

0．026

0．050

0．019

0．072
0．082

0．085
0．081

0．20
0。041

0．G28
0．069

0．075

0。076

0．81

0．085

0．051

0．055

0．092
0．075
0．098

0．12

0．11
0．047
0．078

0．094

0．11
0．19

0．19
0．054
0．055
0．092

0．14
0。14

0．24
0．29
0．026

0．056

0．090

0．15
0．26
0．24

M（1φ

　5．5

　5．0
　5．7
　5．8

　5．6
　ろ．5

　5．6

　2．5

　4．6
　5．2
　5．9
　5．8
　5．7

　5．5

　5．6

　5．0
　4．2
　5．5

　5．7

　5．4
　5。8

　5．2
　4．4
　5．7

　5．4
　5．2

　2．4

　2．4
　4．2
　4．2
　5．4
　2．8
　2．8

　2．1
　1。8

　5．2
　4．8
　5．5
　2．9
　2．0
　2．1

分級係数

　So

2。19
2．74
1．97
2．24
2．24
1．90
2．81

1．81
2．29
1．74
2．15
2．74
2．45
1．90

5．16
1．91
2．19
2．06
2．58
2．17
1．78

2．29
5．55
2．85
2．67
2．20
1．56

1．41
2．85
2．24
2．78
1．62
2．54

1．50
5．65
1．96
5．16
2．78
2．74
1．41
1．57

歪　度
　Sk

1。84
2．14
0．94
0．56
0．50
0．79
0．45

0．89
1．78
1．71
0．76
0．56
0．75
0．80

0．47
1．25
0．90
0．57
0．62
0．57
0．71

0．76
0．41
0．52
0．ろ6

0．55
0．87

0．94
0．62
0．95
0．44
0．75
0．415

1．06
0．25
0．96
1．05
0．46
0．55
0．88
0・．95

Sand－silt－clay　ratio（％）

Sand

50．7
55．6
12．6
54．4
60。5
62．5
58．8

87．6
40．5
26．1
55．4
55．7
56．2
69．2

55．6
26．7
46．1
65．2
54．2
67．7
75．8

66．6
45．6
58。1
65．5
66．8
86．8

89．4
46．7
46．5
60．0
79。0
71．4

100．0

71．8
19．5
44．6
58．4
68．1
86．5
89．9

Silt

62．0
55．6
70．8
58．6
51．4
51．5
54．7

8．2

52．5
67．5
58．5
52．5
57．5
25．0

57．5
ワ0．5

47．4
29．2
58．5
24．7
19．2

26．2
58．5
27．9
22．8
21．8
6．9

6．7

45．4
48．0
52．6
9．9

21．5

20．2
67．6
50．6
呂2．7

22．2
10．7
7。5

Clay

7．2

8．9

16．6
6．9

8。1

5．9

6．5

4．2

7．2

6．5

8．1

11．9
6．2

7．9

7．1

2．9

6．4

5．7

ワ．5

7．6

ワ．2

7．2

18．2
14．O
ll．9
11．2
6．2

5．8

10．0
5．9

7．5

10．9
7．1

8．1

12．9
4．9

8．8

9．7

ろ．1

2．9

含泥量
Mud
（％）

69．2
64．5
87．4
45．5
5ソ．5

57．4
41．2

12．4
5ソ．5

ワ4．0

46．6
44．2
45．7
50．9

44．4
75．2
55．8
54．9
45．8
52。5
26．2

55．4
56．5
41．9
54．7
55．0
15．1

10．5
55．4
55。9
40．1
20．8
28．6

0．0

28．5
80．5
55．5
41．5
51．9
15．8
10．2

堆積型
Type

皿

拠

阻
皿a

翫a

礎a

m　a

∬b

皿

翫

皿a

拠a

肛a

世a

班a
l翫

班
拠a

皿a

肛a

翫a

皿a

腱
皿a

皿a

世a

I　b

πb

世

拠
翫a

豆b

拠a

πa

五b　P

皿
皿
皿a

皿a

∬b

πb
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従い，中央粒径値Md，分級係数So，歪度Skを求めた。　（第1表）

　多くの経験から，もっとも分級の進んだ堆積物は，堆積環境の種類を問わず，紬粒砂であ

り，歪度は1．0附近にあって常に対称的な粒度分布を示すことが知られている。これより細粒

になるか，粗粒にでもなれば，淘汰が次第に不良となるが，礫質部とシルト質部において再び

淘汰が良好な部分が含まれてくる例が多い。従って，Mdは堆積物を分類するのに最も重要な

要素になるが，SoやSkの等値曲線を用いて底質の性質を表現する場合，この点の考慮が必

要である。しかし，Mdに対するSoやSkの値を粒度分布図として示すと，個々の測点におけ

る堆積物の特徴をある範囲に集めることができ，いくつかの堆積型に識別することができる。

　a）　中央粒径値Md　（第3図）

　本調査海域内における堆積物のMdの範囲は1．8～5．7φであり，紬粒砂から中粒シルトまで

のせまい分布をとる。各測線とも海岸線より沖合にかけて，水深の増加とともに粒径を減じ，

岸より2～3km沖合の浅い海底谷内で，もっとも小さくなる。Mdが駈6mm（4φ）以下の

シノレト質堆積物は，ここで南北にのびた幅約2kmの帯状分布をとり，北端では分岐して，一

方は網場湾中に舌状に入りこみ，他方は牧島の南を東方にのびる。シルトの帯状分布域の沖合

はふたたび砂質となり，Mdが微細粒～細粒砂を示す堆積物の広い分布が認められる。特に南

部の測線の沖合では，北部よりは粒径が大きい値をとる。

　b）粒度分布による堆積型（第4，5図）

　Mdに対するSoとSkの粒度分布図によると，礫質部，砂質部，泥質部にそれぞれ異なった性

質をもつ堆積物の集団が認められるので，種々の堆積型を識別することができる。これらの堆

積型の区分は網場湾の海底地質について述べた際にもふれた様に，INMAN　and　CRAMBERLEIN

（1955）がアメリカの浅海堆積物の粒度分布から識別したものを多少修正して本邦でも適用で

きる（鎌田泰彦，1959，1962）。

　これまで粒度組成を調べた有明海や千々石湾などの西九州の浅海堆積物の資料にもとづい

て，基本的には次の5堆積型を認めた。

1型…もっとも分級の進んだ細粒砂よりなる堆積物で，Mdが2．0～3．0φである。佐藤任

　弘（1961）のSand－type　Diagram　MethodによるO型に属するものである。

II型…Mdが0～3φの砂質堆積物であり，一般にSoが1．25～3．0の範囲に集中する。

　Mdが1．5φ附近をもって粗粒のIla型と，　5％以上の泥を含む紬粒のIIb型に細分さ

　れる。この際IlaはSk＞1であり，IlbはSkく1で，両者は1．0附近で漸移する。

皿型…Mdが3．0～8．0φの泥質堆積物である。堆積域の実状に応じて，5φを以てIIIa，IIlb

　と2分したり，4φと6φを以てIIIa，III，IIlbと3分する。IIlaではSoが2．0～5．0を

　示し，IlbやIIlbと比べて全般：的に淘汰が不良であるが，IIlbにおいては比較的良好なも

　のも含まれる。’またIIlaがSk＜1の値をとることは…著しい特徴である。

IV型…Mdが8φ以上，すなわち粘土を50％以上含むもっとも細粒な堆積物である。
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第4図粒度分布図

　V型…Mdが0φ以下の礫質堆積物で，一般に石灰質生物遺骸の破片を多量に含む。

　茂木沿岸部の41測点より採集された底質試料のMdの範囲が1．8～5．7φであるので，堆積

型はII，III型にのみ限定される。更に上記の基準に従い3φ附近と4φをもって細分すれば，

IIa，IIb，IIIa，IIIの4型を識別できる。・

　Ilaに属するものは第IV測線の西端（St．61）のみであり，全測点中もっともよく淘汰され
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第5図　堆積型の分布

た細粒砂よりなる。Ilbは海岸線に近い海域と沖合の砂質堆積物より認められ，特に沖合の南

部において広く分布する。IIlaに属する堆積物は・砂質のIlbと泥質のIIIの漸移相（あるいは

中間相）として識別されるものであり，海岸線に近い水深25～30m附近の巾せまい分布と，

沖合に広い分布がある。淘汰がやや悪くなり，Sk が常に1．0以下の値をとって細粒・部に歪ん

でいる。IIIはMdが4～6φのシノレト質堆積物であり，Mdが細粒になるに従い分級がよく

なる。Mdの等値曲線でも明らかにされるように，海岸線に平行した幅約2kmの細長い帯状

分布をとって南北にのびている。

　40m等深線により限られる範囲の海底谷中では，その西半部（沿岸）にはIII型の泥が分布

し，東半部（沖合）にはIIla型の泥質砂が唯積しているのは，本海域内の堆積状態の著しい特

徴である。

　特異な堆積物として以上のどの堆積型にもあてはまらないのがSt．62である。ここの堆積物

は，比較的淘汰のよい細粒～中粒砂に，約25％の粗粒砂と28％の泥が混じたもので，全体の

分級程度は全試料中もっとも不良である。この測点の近くにトウノ瀬があり，本来ならばIIla

かIIIの分布域である所へ，浅瀬附近の粗粒物質が供給された結果の産物と考えられる。ここ

では仮りにMdとSkの関係からIIbに含ませた。

　c）Sand－silt－clay　ratioと含泥量（第6図）



　　　　千々石湾茂木沖の堆積物と：貝類遺骸群集
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Sand－silt・clay　ratioによる海底堆積物の分類

　SEEPARD（1♀54）が提唱したSand－silt－clay　ratioによる堆積物の分類法は，含泥量の

多い海成堆積物の表現に適しており，粒度組成の統計値より導いた堆積型に具体的な名称をあ

たえることができる。

　本海域においてこの分類を適用すれば，Ila，IIbは共にsandであり，IIlaの堆積物はす

べて含泥量25～50％のsilty　sandとなる。IIIに含まれる12点の試料の大部分はsandy　siltで

あるが，2点はsilty　sandに，1点はclayey　siltに属する。全般：的にclayの含有量が少い

（20％以下）のが特徴的であり，従ってsilt＋clayの含泥量は，siltの量に大きく支配される。

　各測線にそって含泥量の変化をみると，海岸線より沖にむかい急激に増加し，2～2．5km

沖合で最大となる。これまではおおむね水深の変化に対応している。しかし更に沖合では，水

深がわずかに浅くなるのに対し，含泥量は急減し，深度との相関がくずれる。沖合では湾内環

流の影響を多分に受けているものと思われる。この横断測線にそったSand－silt－clayの含

有量は，第VI測線においてもっとも大きく変動している。（第7図）

　Om
…2ρ
島40
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能 65 64 65 66 67 68

　100
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第7図　　第W測線における水深とSand・silt・clay　ratioの変化
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4．貝類遺骸群集

　海底堆積物中の生物遺骸群集の定量的な研究は内外にいくつかの好例があるが，試料の基準

量のとり方は一定していない。本邦の内湾の貝類遺骸の研究を行った波部忠重（1956）は，エ

ックマγ海洋型採泥器により％om2の底質中の貝殼を計数し，またミシシッビー三角州の東部

海域の底棲生物群集の研究を行ったPARKER（1956）は，予6ft3の容量をもつOrange－peel

bucketでとった試料を単位量としている。現生有孔虫の量的処理をする際，基準として乾燥

試料の等重量をとるのと，生試料の等体積量をとるのと二方法が行われているが，WALTON

（1955）は生体を含めた群集の比較には，野外で採取と同時に量った一定体積の生試料がもっ

とも有効であると述べている。本調査においては単位量として200ccの試料を採泥器中より定

量したものの中から貝殼を数えた。これは異質（砂質や泥質）の底質試料では，室内に持帰っ

た後に差別的な脱水や凝固のため比較する基準が失われるからである。結果的には充分優勢種

の産出頻度や分布圏の推定をすることができた。

　41測点を通じて二枚貝類（斧足類）が種類も個体数も圧倒的に豊富であり，巻貝類（腹足

類）の産出頻度はきわめて低い。また千々石湾内のエビ網に普通にかかる様な大型貝類が試料

中に入ることは稀で，殆んど小型貝類で占められる。

　識別された二枚貝類は42種1あり（第2表），41測点から産出する単位量中の総個体数は，未同

定腫を除くと3，477個を数える。この数は殻片数をとり，生体の場合は1個体2殻片を数える。

第2表　千々石湾茂木沿岸部の二枚貝類目録

種 名 Specific　name 測点番号　Numberofstation

1．　ハ7％6％」σρ側」％」αA．ADAMS

　　　マメグルミ

2．　Sαoo6〃‘z　s8”zα彪η3」3（SσzσKI　et　IslzAKI）

　　　アラスジソデガイ

5．　Po7’」魏4zαノ砂o初6α（A．ADムMs　et　REEvE）

　　　ベッコウソデガイ

4．Bα7ひα伽60耀如（REEVE）
　　　トマヤエガイ

5．B励卿oσ⑳7吻3伽ακα（No㎜met
　　HATAI）
　　　ワタゾコエガイ

6．∬卿伽704％襯θ癬s（YOKOYAMA）
　　　オトギワシノハ

7．S’吻70σs卿〃2θケ加（REEVE）
　　　ミミエガイ

8．　0ゐ」伽oρσ∫073加漉（A．ADAMS）

　　　シラスナガイ

9．　P70〃z4漉6」伽解hα々04‘z！6螂θ　（TOKUNムGA）

　　　フクレユキミノガイ

10．L加厩吻肋704碗OYムMム
　　ユキバネガイ

12，．14，15，16，17，21，22，26，27，51，54，
55，56，57，41，44，45，46，52，54，55，61，
62，65，67，68．

27．

12，15，22725，．55，55，46，65，66・

12，51，6L

45，66．

56，54，55，62．

12，22，26，27，42，44，55，67．

56，57，44，45，46，55，56，57，68・

22．

45756，65，67．
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17. 
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25 . 
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26 . 

27. 

28 . 

29 . 

60. 

51 . 

62 . 

55. 

54. 

55 . 

Limatula strangeri (SOWERBY) 
;t;t:~~)~~-

Crassatellites ,eanus CA. ADAMS et REEVE) 
;~~tL/~E:~/;t 

Carditella ha,ezawai CNoMcrRA) 
~r s/ if )1/;rf 4 

Carditellopsis to,eeana (YoKOYAMA) 
irs/7 ~ ;~4 

Alvenius ojianus (YoKOYAMA) 
irs/ h 1; ;tf4 

/oannisiella tsuchii YAMAMOTO et HABE 
7'y~/;t~rf? 

Joannisiella lunaris (YoKOYAMA) 
7)/ifVS/;t~~7 

Leptaxinus rotundata (YoKOYAMA) 
7 )1//¥ ~ e/ ;rf4 

Pillucina pisidium (DUNKER) 
t> )( ) l¥~ )rf4 

Sydlori,ea yamakawai (YoxOYAMA) 
7~ i7 )c / l¥ ~ 

La-~,aea t*:ndulata CGOULD) 
~ lj l¥~~ 

Fronsella fujita~eiana (YoKOYAMA) 
7S~~z:~)¥(~)y;L 

La3vicardium undatopictum CPILSBRY) 
?~~5F~ h l) ;tf4 

Microcirce dilecta (GOULD) 
~ ~;>)/S/~;~)tf4 

Pitar chordatu,m CR~MER) 
~~s~ 7)t/¥7ifl) 

Placamen tiara (DILLWYN) 
l¥ ~ )rf4 

Veremolpa micra (PILSBRY) 
~:)e;~):~7i~l) 

Leptomya cuspidariaeformis HABE 
:I~~3T~~/~i7~/ 

Abra lunella (GOULD) 
~/ T2 j~ h;~4 

Theora lata (HINDS) 
~/~:'~7;rf4 

Elliptotellina euglypta (GouLD) 
~_~s~ t,eif~ 

Fabulina nitidula (DUNKER) 
H~i7~~f4 

Raeta pulchella (ADAMS et REEVE) 
5:~ ) 1~~)tf4 

Mactra sulcataria REEVE 
l~)~ ;tf4 

Azorius abbreviatus CGOULD) 
~)/ i7'1J 7tf7~~ 

62. 

62. 

12, 15, 16, 17, 21, 22, 26, 
56, 57, 41, 45, 44, 45, 46, 
65, 66, 67, 68. 

57 46 51, 56, 61, 62 67 

ll, 12, 14, 15, 16, 17, 22, 
55, 56, 67, 41, 44, 45, 52, 

12, 15, 17, 26, 27, 55, 56, 
46, ,55, 56, 62, 67, 68. 

ll, 17, 21, 26, 27, 55, 57, 
67, 68. 

26, 56, 45, 46, 55, 56, 68. 

ll, 12, 14, 16, 17, 21, 25, 
55, 56, 57, 41, 44, 45, 46, 
56, 66, 67, 68. 

12, 14, 15, 16, 17, 21, 22, 
54, 55, 56, 67, 41, 42, 45, 
52, 54, 55, 56, 62, 64, 65, 

21 . 

55, 54, 61, 67. 

ll, 12, 17, 21, 26, 56, 57, 
56, 62, 66, 67. 

ll, 12, 14, 15, 16, 17, 21, 
27, 51, 55, ~4, 55, 56, 57, 
45, 46, 51, 52, 55, 54, 55, 
67, 68. 

14, 22, 26, 27, 51, 65, 56, 
45, 46, 55, 54, 55, 56, 62, 

22, 27, 55, 56, 55, 65, 68. 

12, 14, 15, 16, 21, 22, 26, 
57, 41, 44, 45, 46, 52, 54, 
66, 68. 

21, 46, 52, 61, 62, 67, 68. 

12, 44, 62, 68. 

ll, 16, 64. 

62. 

54 . 

17 55 44 55 62, 64, 65. 

12. 

22, 54. 

27, 51, 54, 55, 
54, 55, 56, 62, 

26, 27, 51, 54, 
56, 65, 66, 67. 

57, 41, 44, 4S, 

42, 45, 55, 56, 

26, 27, 51, 55, 
51, 52, 54, 55, 

24, 26, 27, 51, 
44, 45, 46, 51, 
66, 67, 68. 

41, 45, 46, 51, 

22, 24, 25, 26, 
41, 42, 4~, 44, 
56, 61, 62, 66, 

57, 41, 45, 44, 
65, 66, 67, 68. 

27, 51, 55, 56, 
55, 56, 62, 65, 

4~ 
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∠4癖soco7ゐ麗」α窺ゴn碗Jssづ窺αHABE

　チビクチベニ

Pα刀407召oi％冷πJ　HAEB

　ネリガイ

躍yσ407α∫Jzκ！z603αGOULD
　ミツカドカタビラガイ

T7忽o銘o！h7‘zo宛ρ銘s〃1‘z（GOULD）

　ノムラスエモノガイ

Thプ召oづoρsJ3ケ召郷挽o雇α勿α（YoKoYAMA）

　ヤマザキスエモノガイ

C％sρぎ吻7短8・o％142伽αsθρオo刀麺o郷」お

　KURODA
　ヒメシャクシ

PJ副040％」忽吻（YOKOYAMA）
　ヒナノシャクシ

12717，27，55，56，57，45，44，54，68．

45，62，67．

17，21，26，27，55，56，57，41，44，55，68．

11，14，15少16，17，24，26，51，54，55，44．

61，67．

16，55，66．

51，56，57，45，66，67．

もっとも産出量の多い測点（St．27）では二枚貝が388個含まれ，未同定種の個体数を加える

と39δ個となる。また二枚貝のみの構成種数の最も多いSt．67では19種識別されるが，個体数

は80個にすぎず，後に述べる本海域の優勢種の含有量に乏しい。また一方では同定できる二

枚貝の殼片を全く含まない場所が3点（St．13，23，32）ある。

　全測点を通じて二枚貝の総個体数が100個以上のものは42種中第3表に示す8種のみである

が，特にM2c706耽θ4漉磁ミジンシラオガィの産出量は総個体数の％を占める。　これ以外

は1測点あたりの個体数は10個以下である。巻貝で最も多かった躍”8f‘％1α40！fo7おGOULD

マメウラシマでも，全測点総個体数は僅か25個である。

　産出個体数から上記8種の二枚貝が，千々石湾の茂木沿岸の浅海域における貝類遺骸群集

を特徴づけていると解釈される。これらの中で，N％o％1αρ側1％1α，Sy4107i紹”耀加醐ゴ，

M’0700’7064〃θ6如などは，波部忠重（1956）が弱内湾性，すなわち内湾の湾口部の指標種と

した外洋沿岸種である。本調査域が湾奥部に近い位置にありながら，之の様な外洋性種が優勢

であるのは，本湾が内湾としての特性に乏しいことを暗示している。しかし一方では量的には

比較的少いが，z弔％n伽30ガ伽κs，γ67θ吻o♂鋼吻6〆αなどの内湾性種が混在していることは，

全くの外洋的海域ではないことを指示しているものであろう。

5．堆積型と貝類遺骸群集（第8図）

　千々石茂木沿岸部で，もっとも貝類遺骸の産出量の多い堆積物は111a型に属するものであ

り，Sand－silt－clay　ratioによる分類ではsilty　sandである。上述の8種の優勢種は，こ

のIIla型の分布域内でもっとも産出頻度が高く，1測点あたり単位量中で最高個体数（第3表）

を示す場所もすべてこれに含まれる。

　Ilb型の砂質堆積物においては，構成種は殆んどIIla型の場合と変らないが，産出量は比較

的へってくる。しかしIIla型に属する測点の中でも，泥質のIII型に移り変る附近では産出量

も急減するので，皿aとIlbの堆積物中の貝類群集の量的な識別が困難な場含もある。
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第3表　　二枚貝類優勢種の産出頻度（単位試料　200cc）

種 名 総個体数　　産出測点数　　最高値（測点番号）

Mぎ0700」70θ4〃60如

Sy4Jo短郷y4吻召加躍碗

C召〆‘！舜6〃αhσ刀乞σωα∫

PJ〃％6初σμsz4伽窺

ノV銘o躍αρ伽伽」α

P髭α7‘ho74αあ4”2

∠4」泥初％soブゴ伽％ε

7678〃20」ρ4解3674

ミジンシラオガイ

アラウメノハナ

ケシザルガイ

ウメノハナガイ

マメグルミ

チヂミマメハマグリ

ケシトリガイ

ヒメカノコアサリ

1，125

615

485

224

210

181

120

1ユ5

55

52

26

26

27

22

22

24

141（27）

120（45）

71（45）

55（57）

59（57）

27（55）

27（27）

ユ6（57）

　これらに対し，III型分布域では貝類の含有はきわて貧弱で，全く含まれない測点もある。

またIla型の堆積物はSt．61のみである上，個体数も少く，群集の特徴は今の段階では充分知

られない。　（第4表）

第4表　　堆積型別二枚貝類遺骸の産出量（未同定種を除く）

堆積型 測点数 産出種数 総個体数 ユ測点平均個体数

Ia

πb

皿a

皿

1

7
21

12

7
52

55

25

　16

620

2，649

192

16．0

88．6

126．1

16。0

計 41 42 5，477 84。8

　以上述べたことから，本調査海域内における堆積物と貝類遺骸群集との関係で，著しい特徴

として知られることは，貝類遺骸に乏しいIII型の泥質堆積物の分布域をはさんで，海岸線に

近い巾せまい部分と，沖合の広い範囲に分布するIIlaおよびIIb型の砂質堆積物に，きわめて

種数と個体数に富んだ貝類遺骸群集が含まれていることである。採取の際に，貝類の生死の識

別をしていないので，二枚貝類の生息の適所（生体の分布圏）がma型の堆積物上であるとは

断言できないにしても，少くとも遺骸の集積が特にIIIa型のsilty　sandの堆積と密接な関係

を有していることは明らかである。この関係は単に二枚貝類中の産出量の多い優勢種のみをと

り出して考察しても，その特徴を示すことができる。

6．総 括

昭和36年7月に，干々石湾茂木沿岸部のおよそ60km2の海域内で，41点の底質試料を採取

し，堆積物の粒度組成と貝類遺骸群集の産出量を調べた結果，次の様なことがらが判った，



午々石湾茂木沖の堆積物と貝類遺骸群集 4ワ

1）茂木海岸の沖合約2kmの所を南北にのびる浅い海底谷があり，海岸線より水深40～50m

　の谷底までは比較的急な勾配を示すが，その沖合ではゆるやかに水深を減じ，もっとも沖合

　で水深40m前後の広い平坦面となる。

2）中央粒径値Mdの等値曲線によれば，海底谷中ではシルト質であって，含泥量が60～80

　％を示す。これをはさんで砂質堆積物が，せまい帯状分布をとる海岸に近い部分と，沖合の

　広い範囲に分布する。

3）西九州の淺海堆積物の粒度分布の特徴から5つの堆積型を識別しているが，本調査海域内

　では2つの型を認め，更に4亜型に区分した。海底谷の西半部にはIII型のsandy　siltが分

　布し，その沖合にはIIla型のsilty　sandが分布する。沖合の南半部や岸に近い部分にはIIb

　型の砂質堆積物が分布する。

4）単泣量（203cc）の堆積物中の貝類遺骸群集を種類別に個体を数え，特に優勢種8種をえ

　らびだして特徴づけた。貝類が豊富に産出した堆積物はIIla型であり，Ilb型がこれにつ

　ぐ。皿型の泥質中の貝類遺骸の量はきわめて少い。

　謝辞：本研究の現地調査は，地学教室の海洋地質学実習として行われたものであるが，参加

した学芸学部理科専攻生の氏名をここに記録し，海上作業の労に感謝の意を捧げる次第であ

る。

7月17日参加者1岡沢　昭　松尾　司　大塚裕之　山口修弘　徳永千之　江頭玲子　加藤寿俊

　　　　　　　　西村暉希　熊野宗治

7月29日参加者；岩永　浩　高木繁利　大塚裕之　山口修弘　小田忠昭　加藤寿俊　戸北凱惟

　　　　　　　　毎熊紀雄
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